
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：  

３Ｄプリンタを用いたモデル作成 

 

氏氏名名：：      遠田 明広 ／ ENTA Akihiro EE--mmaaiill：：  enta@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員 学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  機械工作 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・Ｓｏｌｉｄ Ｗｏｒｋｓ による基礎的なモデリング手法 

・３Ｄプリンタでのモデル作成 

 
研研究究内内容容：：    

    

    

Ｓｏｌｉｄ Ｗｏｒｋｓ でモデル作成する。モデルは、 

使用される部位に適切な基準と手順で作成する。 

 

 作成したモデルはＳＴＬデータに変換後、３Ｄプリ 

ンタに転送し造形される。 

 

 ３Ｄプリンタでは、モデルベースへの置き方で製 

品の精度が変わってくるので、用途に適切な置き 

方が重要となる。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

マシニングセンタ ＤｕｒａＶｅｒｔｉｃａｌ５０６０ 森精機   

立フライス盤 ２ＭＷ－Ｖ 日立   

旋盤 ＬＲ５５Ａ ワシノ   

３Ｄプリンタ ｕＰｒｉｎｔ ＳＥ Ｐｌｕｓ    

３Ｄプリンタ Ｒｅｐｌｉｃａｔｏｒ ２Ｘ   

  

  

uPrint SE Plus (Stratasys) Replicator 2X (Maker Bot) サンプル作品 

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振動の変化が大きくなっている 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：    

揺動機構による小型ファンモータの振動計測 
 

氏氏名名：：      木村 英人 ／ KIMURA Hideto EE--mmaaiill：：  kimura@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員 学学位位：：  準学士 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本機械学会 

キキーーワワーードド：：  振動 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・振動の計測・解析 

・工作機械を用いた試作 

 
研研究究内内容容：：    

  小型冷却ファンは，パソコンをはじめとする IT 機器等で、冷却を目的に使用されている。ファン製造

ラインの品質検査工程では，完成品検査の合否を官能検査によって判別している。この官能検査は，

ファンの微妙な音の違いや振動の違いを正確に診断するために多くの経験を必要とする。そこで本研

究は，人のハンドリングを模した揺動機構を製作し，小型冷却ファンの駆動中における振動加速度の

測定を行うことで，検査工程を自動化させることを目的として研究を行っている。 

 

 

          ＜異常診断装置＞ 
          診断装置に取り付けられたファンの 

         姿勢を一定の周期で変化させることが 

         できる。その時の振動を計測し、異常 

な振動をおこしているファンを判断する。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                              ファンの傾き角度３０度                   ファンの傾き角度４５度 

 

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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